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　我々は耳鼻咽喉科の立場から慢性咳嗽に関する共同研究を行っているが、喉頭アレルギ

ーの一分野として抗原が明確になっている花粉症症例の咳嗽について検討したので報告す

る。

　スギ花粉症２４６例（平成１５－１７年）、シラカンバ花粉症１３例（平成１５、１６年）のうち花粉飛

散期に咳嗽や咽喉頭異常感を認めたのは１１１例（45.5％）であった。これらの症例で咳嗽が

あるのは６４％であった。また乾性咳嗽が７５％を占め、咳嗽発作の頻度は６０％の症例が１０回

/日以下であった。症状としては咳嗽単独の症例は８％であったが、咳嗽＋咽喉頭異常感の症

例は５７％であった。スギ花粉飛散量は平成１６年は非常に少なく、平成１７年は大量飛散年で

あったので、花粉飛散量による違いを検討したところ飛散量の多い年度ほど咳嗽を訴える症

例の割合は多くなるものの、乾性咳嗽の割合は飛散量による差は認めなかった。また性別によ

る咳嗽の有無の割合、乾性咳嗽の割合、咳嗽発作の頻度を検討したがいずれも有意な差は

認めなかった。

　以上より花粉症症例の咳嗽の特徴は１）約６４％の症例が咳嗽を訴えるが、花粉飛散量が

多いほどその割合は高くなる、２）７５％が乾性咳嗽、３）発作頻度は比較的軽度、４）咳嗽単独

ではなく咽喉頭異常感を伴うことが多い、５）性別による差は認めない。
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